
　近年、流通施設における貨物の大容量化やＡＧＶの頻繁な走行、また
病院等での手術台や病床の高機能化に伴う荷重増大などで、車輪走行に
よる床の損傷が問題となるケースが増加している。
　そうした中で、床および床施工に関する学術・技術の情報発信と正し
い情報の普及を目指し活動する団体、日本床施工技術研究協議会（横山
裕会長）が昨年１１月２６日、第１９回公開セミナー「床の耐動荷重性を考え
る」を開催した。当日は研究者、ゼネコン関係者をはじめ、施工会社、
材料メーカーなどから約１１０名の参加者があり、会場は活況となった。
　同セミナーでは、各種床仕上げにおける耐動荷重への対応の現状や不
具合抑止に向けた課題などが議論された。
　ここでは、当日の講演内容をダイジェストにし、前後半に分けて紹介
する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 編集部
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